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１ 近年の発生状況 

 直近10年間の発生予察調査の結果を図１に示した。2017年９月が多いが、同年には水

稲不稔被害の報告はなく、翌年は平年並みであった。しかし、2019年は６、７月の発生量

が増加し、不稔米の報告も増加した。その後、総捕獲数は毎年増加し続け、2021年には10

年平均値（2.4頭）の約３倍（6.7頭）の捕獲数となった。 

 

２ 2019年から被害が顕在化 

2019年に愛知県内各所で、水稲

のカメムシによる吸汁被害（不

稔）が発生した（表１）。7月上旬

の病害虫発生予察調査で、斑点米

カメムシ類の内イネカメムシのみ

がやや多かったこと、吸汁痕の位

置が基部加害型（日本原色カメム

シ図鑑）であること、斑点米にな

らず不稔となったことから、イネ

カメムシによる出穂初期加害の可

能性が高いと考えられた。 

イネカメムシは、日本各地に分

布する茶褐色の大型カメムシで、

成虫は体長12～13mm の楯型、幼虫

図２ イネカメムシ 
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は扁平の長楕円形をしている（図２）。 

被害ほ場は近隣と異なる品種が栽培されている場合

が多く、出穂期がずれたためカメムシが集中して飛来

し、被害が発生したと考えられた。 

普及戦略部では、イネカメムシによる不稔米の多発

生に対応するため、吸汁痕（図３）調査法をわかりや

すく解説した「カメムシの口針鞘検査の要点」を2020

年８月に農業改良普及課に発信し、不稔の原因を特定で

きるように支援した。 

 

３ 他府県の発生状況 

 平江（2018）の報告では、2000年以降に日本各所でイネカメムシの発生が増加してい

る。茨城県（2005年）、滋賀県（2007年～）、三重県（2014年）、京都府と山口県（2018

年）において、イネカメムシを含む斑点米カメムシ類が多発し、病害虫発生予察注意報が

発表されている。また、渡辺（2021）によると、本県と隣接する岐阜県でも2020年からイ

ネカメムシによる不稔を確認している。 

 

４ イネカメムシの発生消長調査 

 普及戦略部では近年の多発生状況を受けて、2022年度から、「グリーンな栽培体系転

換サポート」において、イネカメムシの発生消長把握に取り組んでいる。初年度は県内複

数か所で出穂期前後に掬い取りによる調査を実施した。また、簡易予察による適期防除を

可能とするため、内１か所で粘着トラップによる捕殺との比較を実施した（図４）。本調

査は２年間実施し、次年度に結果をまとめる予定である。 
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図３ カメムシによる吸汁痕 
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